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１．担当者からのメッセージ（学習方法等） 

生物学的な事物・現象についての実験・観察などを行い、自然に対する関心や探究心を高める。生物学

的に探求する能力と態度を育てるとともに基本的な概念や生物に共通する自然法則、分類系統、進化、

環境と生物の関係に対する理解を深めさせ、科学的な自然観を育成する。 

２．学習の到達目標 

中学校内容の復習もしながら、実験・考察・講義などからなる授業を行い、生物学的事象に対する興味・

関心を高める。科学的に生き物を観察、理解できること、自然界における生物と環境のつながりを分析、

理解できることを目指す。また、レポートや、復習の宿題などの提出を求め、実力を身につけるように

指導する。 

３．学習評価（評価規準と評価方法） 

観点 a. 関心・意欲・態度 b. 思考・判断・表現 c.観察・実験の技能 d. 知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

 生物の観察や実習、

知識の習得を通じて、

生物・生命現象に対す

る興味・関心を高める

と共に科学的な観点

から、理解できるよう

にする。 

 生物の観察や実習、

知識の習得を通じて、

生物・生命現象を科学

的に理解し、適切な方

法で記録・考察できる

ようにする 

 生物の観察や実習、知識

の習得を通じて、生物の観

察、スケッチの方法、顕微

鏡の使い方、プレパラート

の作成方法、細胞の観察方

法などを身につける。 

生命現象の科学

的・言語的理解力

を高め、多分野に

おいて応用・活用

できるように配慮

する。 

評
価
方
法 

授業への取り組みの

姿勢、授業ノート・プ

リントなどの提出物、

実験プリント・レポー

ト、観察スケッチなど

の提出物によって評

価する。 

授業ノート・プリント

などの提出物、実験プ

リント・レポートなど

における考察、観察ス

ケッチの表現などに

ついて評価する。 

授業ノート・プリントなど

がしっかりまとめられてい

るか、実験プリント・レポ

ートなどでの実験方法・操

作を適切に把握し実験を行

っているか、観察スケッチ

が適切な方法で表現できて

いるかについて評価する。 

定期試験、授業ノ

ート・プリントな

どの提出状況、実

験プリント・レポ

ートなどにおける

考察・感想、観察

スケッチでの表現

力、表現方法など

に つい て評 価す

る。 

上に示す観点に基いて、学習のまとまり（学期）ごとに評価し、学年末に 5 段階の評価にまとめる。 

学習内容（座学、実習、観察の割合）に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価する。 



４．学習の活動 

学
期 

単
元 

学習内容 
主な評価の観点 

単元（題材）の 

評価規準 
評価方法 

a. b. c. d.   

１
学
期 

 

実験・観察の手法 

  

 

 

 

 

 

第 1 章 生物の特

徴 

第 1 節 生物にみ

られる 

多様性と共通性 

花のつくりの観察・スケッチ（ル

ーペでサクラ・タンポポの花など

校内の植物を観察スケッチする） 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 a.内容に関する、実

験・観察、授業への取

り組みの姿勢、授業ノ

ート・プリントなどの

提出物、実験プリン

ト・レポート、観察ス

ケッチに意欲的に取り

組んでいるか。 

b. 内容に関する、授業

ノート・プリントなど

の提出物がしっかりま

とめられているか、実

験プリント・レポート

などの考察、観察スケ

ッチでの表現がしっか

りできているか。 

c.内容の授業ノート・

プリントなどがしっか

りまとめられている

か、実験プリント・レ

ポートなどでの実験方

法・操作を適切に把握

し実験を行っている

か、観察スケッチを適

切な方法で表現できて

いるか。 

d.内容の定期試験、授

業ノート・プリントな

どの提出状況、実験プ

リント・レポートなど

における考察・感想、

観察スケッチでの表現

力、表現方法などが適

切か。 

提出物 

（授業プ

リント・ 

 実験レ

ポート） 

授業態度 

興味・意

欲・関心 

 

 

 

第１回定

期考査 

光学顕微鏡の使い方と観察 

（タマネギ表皮細胞などのプレパ

ラートを観察、スケッチする） 

光学顕微鏡の使い方、各部名称 

 

 

○ ○  

生物の共通性と由来 

 細胞の進化（原核生物から真核

生物・多細胞生物へ） 

○   ○ 

（観察）  

光学顕微鏡を用いた観察・スケ

ッチ（乳酸菌、口腔上皮細胞、

オオカナダモの葉） 

○ ○   

真核細胞の構造・細胞小器官 ○   ○ 



第 2 節 細胞とエ

ネルギー 

 

 

 

第 2 章 遺伝子

と DNA 

  第 1 節 遺伝

子と DNA 

代謝とエネルギー（同化・異化・

酵素・ATP）、光合成、呼吸 

○   ○ a.内容に関する、実

験・観察、授業への取

り組みの姿勢、授業ノ

ート・プリントなどの

提出物、実験プリン

ト・レポート、観察ス

ケッチに意欲的に取り

組んでいるか。 

b. 内容に関する、授業

ノート・プリントなど

の提出物がしっかりま

とめられているか、実

験プリント・レポート

などの考察、観察スケ

ッチでの表現がしっか

りできているか。 

c.内容の授業ノート・

プリントなどがしっか

りまとめられている

か、実験プリント・レ

ポートなどでの実験方

法・操作を適切に把握

し実験を行っている

か、観察スケッチを適

切な方法で表現できて

いるか。 

d.内容の定期試験、授

業ノート・プリントな

どの提出状況、実験プ

リント・レポートなど

における考察・感想、

観察スケッチでの表現

力、表現方法などが適

切か。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２回定

期考査 

 

1 学期評

価 

（実験・観察）ペーパークロマト

グラフィーによる、光合成色素

の分離 

○  ○  

遺伝子・染色体・DNA、DNA の

構造 

○   ○ 

（実験・観察） 

ブロッコリーDNA 抽出 

  ○ ○ 

DNA の複製と分配 ○   ○ 

（実験・観察） 

ネギ発芽種子根端細胞の体細胞

分裂を光学顕微鏡で観察 

 

 

 

 

 

  ○ ○ 



２
学
期 

 

第 2 節 遺伝子

の働き 

 

 

 

 

 

遺伝子の発現 

生体内のタンパク質 

○   ○ a.内容に関する、実

験・観察、授業への取

り組みの姿勢、授業ノ

ート・プリントなどの

提出物、実験プリン

ト・レポート、観察ス

ケッチに意欲的に取り

組んでいるか。 

b. 内容に関する、授業

ノート・プリントなど

の提出物がしっかりま

とめられているか、実

験プリント・レポート

などの考察、観察スケ

ッチでの表現がしっか

りできているか。 

c.内容の授業ノート・

プリントなどがしっか

りまとめられている

か、実験プリント・レ

ポートなどでの実験方

法・操作を適切に把握

し実験を行っている

か、観察スケッチを適

切な方法で表現できて

いるか。 

d.内容の定期試験、授

業ノート・プリントな

どの提出状況、実験プ

リント・レポートなど

における考察・感想、

観察スケッチでの表現

力、表現方法などが適

切か。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３回定

期考査 

（実験・観察） 

 唾液・大根ジアスターゼによる 

デンプン分解酵素の失活 

  ○ ○ 

細胞と遺伝子の働き ○   ○ 

（実験・観察） 

紙で作る DNA モデル   

○ ○   

第 3 章 体内環境

と恒常性 

 第 1 節 生物の

体内環境 

 

第 2 節 体内環境

を 

維持するしくみ 

 

 第 3 節 生体

防御 

体液とその働き 

体液の循環 

体液の濃度調節 

肝臓の働き 

○   ○  

 

 

 

 

 

第４回定

期考査 

2 学期評

価 

体内環境の調節のしくみ 

ホルモンによる体内環境の維持 

血糖量の調節 

体温の調節 

○   ○ 

生体防御 

体液性免疫 

細胞性免疫 

○   ○ 

 



３
学
期 

 

第 4 章 植生の多

様性と分布 

 第 1 節 植生と

遷移 

 

第 2 節 気候とバ

イオーム 

植物と環境 

さまざまな植生 

植生の遷移 

○   ○ a.内容に関する、実

験・観察、授業への取

り組みの姿勢、授業ノ

ート・プリントなどの

提出物、実験プリン

ト・レポート、観察ス

ケッチに意欲的に取り

組んでいるか。 

b. 内容に関する、授業

ノート・プリントなど

の提出物がしっかりま

とめられているか、実

験プリント・レポート

などの考察、観察スケ

ッチでの表現がしっか

りできているか。 

c.内容の授業ノート・

プリントなどがしっか

りまとめられている

か、実験プリント・レ

ポートなどでの実験方

法・操作を適切に把握

し実験を行っている

か、観察スケッチを適

切な方法で表現できて

いるか。 

d.内容の定期試験、授

業ノート・プリントな

どの提出状況、実験プ

リント・レポートなど

における考察・感想、

観察スケッチでの表現

力、表現方法などが適

切か。 

 

 

 

 

 

 

 

第５回定

期考査 

 

3 学期評

価 

実験・観察 

 水槽でビオトープをつくる 

○  ○  

気温・降水量とバイオーム 

世界のバイオーム 

日本のバイオーム 

○   ○ 

 


